
14きらりと光る　まち　日野町

郡内事業所と一緒に仕事についての
ワークショップを開きました。
日野高校魅力向上コーディネーター　片平　誓子

　日野高校１年生は、入学してから今まで、「産
業社会と人間」の授業の中で、さまざまなキャ
リア教育を体験してきました。2年生に進学
すると、これらの経験を生かして職場体験に
取り組みます。その前段として、郡内 13の事
業所代表者にお越しいただき、事業所の説明
や仕事内容を説明してもらいながら、職場体
験のプログラムづくりワークショップを行い
ました。
　福祉、販売、建設、農業、公務員など、さ
まざまな職種の方から、仕事のことだけでな
く、夢や生きる力についてもお話を聞かせて
もらった生徒たち。どの生徒も真剣に耳を傾
けていました。早速、「講師の方の事業所で職

場体験をしたい！」と決意表明した生徒もい
ました。
　これをきっかけに、さまざまな職種に興味
を持ち、自分に合った進路を見つけてほしい
ですね。事業所の皆さん、お忙しい中、あり
がとうございました！

〝
地
域
を
知
る
・
地
域
と
つ
な
が
る
〟

日
野
高
校
活
動
紹
介

どんな仕事なのかみんな興味津々

【第３回委員会】
・日野町子ども 15年プラン最終評価について
　最終年となり評価を行ってきた 15 年プランについて報告を行いました。

・日野町生活相談員設置要綱の一部改正について
　要綱中の字句の修正を行いました。

・日野町教育委員会事務局及び町立保育所、学校における障がいを理由とする差別の解消の推進に関する
対応要領の制定について
　「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律」および同基本方針に基づき、日野町教育委員会事務局職

員および町立保育所、学校教職員が適切に対応するために必要な事項を定めた対応要領を制定しました。

３月 4 日に第３回の教育委員会を開き、次の議案などについて協議されました。

教育委員会からのお知らせ

　

2
月
28
日
、「
第
7
回
鳥
取
県
西
部
地
区
町
村
社

会
教
育
研
究
大
会
」
が
、
ヴ
ィ
レ
ス
テ
ひ
え
づ
（
日

吉
津
村
）
で
開
か
れ
、
ホ
ー
ル
と
共
に
歩
む
会
（
木

島
泰
会
長
）
が
、
鳥
取
県
西
部
地
区
町
村
社
会
教
育

協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
鳥
取
県
の
西
部
地
区
町
村
で
、
長
年
、

社
会
教
育
活
動
に
励
み
、
ほ
か
の
模
範
と
な
る
よ
う

な
活
動
を
続
け
て
き
た
団
体
・
個
人
の
功
績
に
対
し

て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
ホ
ー
ル
と
共
に
歩
む
会
が
発
足

以
来
20
年
間
に
わ
た
り
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の
主
催

事
業
へ
の
協
力
や
地
元
の
演
奏
家
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

企
画
運
営
す
る
な
ど
、
主
体
的
に
事
業
を
行
っ
て
き

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
会
の
皆
さ
ん
は
「
引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ん
に

感
動
を
与
え
、
舞
台
や
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
ホ
ー
ル
と
共
に
歩
む
会
が
鳥
取
県
西
部
地

区
町
村
社
会
教
育
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞

「
生
涯
学
習
で
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
！

同会を代表し長尾光貴さん（右）が
表彰状を受け取りました
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2
月
9
日
、
米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、「
同
和
対

策
審
議
会
答
申
50
年
を
経
て
～

成
果
と
課
題
、
今
後
の
方
向
を

考
え
る
～
」
と
題
し
、
部
落
解

放
人
権
研
修
所
名
誉
理
事
の
友

永
健
三
氏
の
講
演
を
聞
き
ま
し

た
。

　

友
永
さ
ん
は
、
２
０
０
２
年

3
月
末
に
「
当
別
措
置
法
」
が

終
了
し
、
14
年
が
経
過
し
た
こ

を
踏
ま
え
、
同
和
対
策
審
議
会

答
申
50
年
で
の
成
果
と
課
題
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、「
33
年
間
の

成
果
と
し
て
、
地
区
の
環
境
面

の
改
善
、
高
校
進
学
率
と
就

労
の
向
上
、
部
落
問
題
の
取
り

組
み
の
拡
大
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
欠
陥
と
し
て
、
未
指
定
地

区
を
残
し
た
ね
た
み
差
別
、ハ
ー

ド
中
心
で
教
育
・
産
業
・
労

働
面
の
施
策
が
弱
い
点
。
そ
し

て
、
差
別
解
消
の
取
り
組
み
が

弱
か
っ
た
」
と
話
し
、「
同
対
審

答
申
で
も
求
め
た
『
人
権
侵
害

救
済
法
』
お
よ
び
『
人
権
擁
護

制
度
の
確
立
』
が
い
ま
だ
に
未

制
定
で
あ
る
。
莫
大
な
予
算
が

動
く
中
、
同
和
行
政
を
め
ぐ
る

不
祥
事
や
行
政
の
主
体
性
の
欠

如
、『
解
放
が
目
的
で
事
業
は

手
段
』
と
し
た
運
動
の
原
則
が

貫
か
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
今
後
、
部
落
解

放
を
考
え
る
際
、『
地
域
改
善

対
策
協
議
会
意
見
具
申
』
を
手

掛
か
り
に
、
同
和
問
題
解
決
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
を
人

権
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
問
題

解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
。
歴
史

を
持
っ
て
い
る
差
別
観
念
を
教

育
・
啓
発
で
払
拭
す
る
（
自
然

に
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
）」「
被

差
別
部
落
が
良
く
な
る
と
と
も

に
、隣
接
地
域
も
よ
く
な
る
（
福

祉
や
教
育
関
係
）
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
。
今
後
、
被

差
別
部
落
の
生
活
実
態
調
査
や

相
談
の
分
析
を
行
い
、
部
落
差

別
解
消
に
向
け
た
新
た
な
方
向

性
の
明
確
化
を
行
う
こ
と
が
重

要
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
「
差
別
の

撤
廃
と
人
権
確
立
こ
そ
、
恒
久

平
和
を
実
現
す
る
日
本
国
憲
法

と
世
界
人
権
宣
言
の
基
本
的
精

神
に
通
じ
る
」
と
熱
く
語
り
か

け
、
講
演
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　2 月 9 日、下榎集会所において、小学校・中学

校合同の学習会閉講式を行いました。

　当日は、児童 12 人、生徒 8 人のほか、小中学

校教員、小谷下榎支部長、保護者が出席し、子ど

もたちが 1 年間のまとめを発表しました。

　小学生は、人権学習（聞き取りなどの調べ学習）

のまとめを発表。中学生は、2 年生の代表が「学習

会で楽しかったこと」と題した作文を読みました。

　小・中学校の校長先生から、「一人ではできない

こともある。そんな時、頼りになるのは仲間です。

いろいろな人とのふれあい、かかわりを大切に頑

張っていってほしい」「学習会で学んだことに自信

を持って新たな仲間づくりに生かしてほしい。そ

して、お世話になった人への感謝の気持ちを忘れ

ないで、さらなる成長を期待しています」と、激

励の言葉をいただきました。

　次に、小谷支部長より、「小中学校の時の柔らか

い脳はいろいろなことを吸収できるので、チャン

スを逃さないよう、学力向上はもとより、人権学

習も頑張ってほしい」とあいさつされました。

　今年度は、皆勤賞（一度も休まずに参加）が

10 人、出席率もとても良く、進んで参加する成

長した姿に感動しました。なお、学習会にご理解

とご協力を賜り、かかわっていただいた皆さんに

感謝を申し上げます。ありがとうござました。

▲ 1 年間、休まず頑張ったね！

榎の実学習会閉講式 ～１年間がんばったね～

日
野
町
人
権
セ
ン
タ
ー
所
長
　
中
田
　
康
介

《
研
修
参
加
報
告
》

「
平
成
27
年
度
西
部
地
区
同
和
問
題
研
修
会
」
に
参
加
し
て

「健康教室」
～ラダーロープで認知症予防～

　2 月10日、ラダーロープを使った健康教

室を開きました。頭と体を同時に使うことで、

認知症予防にもなるといわれています。

　参加した皆さんは、ロープを使った慣れ

ない動きに初めは戸惑い気味。でも、2回

3回と繰り返すうちに、スムーズにリズミ

カルにできるようになりました。

　寒い中での開催でしたが、みんなで顔

を見て、笑いながらの時間はあっという間

に過ぎました。

　毎月、第 2・第 4 水曜日は老人憩の家

を開けています。どなたでも参加できます

ので、お気軽にお越しください。なお、ご

意見・ご要望などありましたら、下榎隣保

館までご連絡ください。

▲ 楽しく笑顔でステップを踏む


